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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
界面活性剤とともにフィブロインを含有することを特徴とする口腔用組成物。
【請求項２】
該フィブロインが、溶液状又はコロイド状である請求項１の口腔用組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は粘膜為害性の少ない口腔用組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、歯磨、洗口剤等において使用時に泡立ちを良くしたり、薬剤を乳化したりするため
に界面活性剤が一般的に用いられる。しかしながら、界面活性剤は乳化分散に優れる反面
、粘膜剥離を起こしやすいという性質がある。
そこで、界面活性剤として比較的粘膜為害性の少ないノニオン性界面活性剤を使用してい
るものもあるが、その効果は充分とは言えず、またノニオン性界面活性剤だけで製剤化す
ることは困難である場合が多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、界面活性剤を含む口腔用組成物において、粘膜為害性の少ない口腔用組成物を
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提供することをその課題とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究を行った結果、フィブロインが粘膜為
害性を低減することを見出し、本発明を成すに至った。
即ち、本発明によれば、界面活性剤とともに、フィブロインを含有することを特徴とする
口腔用組成物が提供される。
【０００５】
【発明の実施の形態】
フィブロインはシルクを構成するタンパクの一つであるが、本発明に用いられるフィブロ
インの製法は特に制限されず、通常、次のような水溶液として作られる。まず、まゆ糸、
生糸、絹織物といった絹物質を炭酸ナトリウム等のアルカリ水溶液で煮沸し、水洗後、お
湯に浸漬することでセリシンを除去する。次に、このようにして得られた脱セリシン絹物
質を塩化カルシウムやエタノールといった溶解助剤を含む水に溶解させる。これを半透膜
チューブを用いて透析する。これにより、溶解助剤を除去したフイブロイン水溶液を得る
ことができる。
本発明で用いるフィブロインは、必ずしも水溶液状である必要はなく、コロイド状である
ことができる。コロイド状のフィブロインは、従来公知の方法に従い、適当な添加剤を選
択することにより、フィブロイン水溶液から得ることができる。
【０００６】
本発明の口腔用組成物は、界面活性剤を含有する口腔用組成物に対しフィブロインを水溶
液状またはコロイド状で含有させることにより得ることができる。
組成物中のフィブロインの割合は、質量％で、０.００１～１０％が好ましく、より好ま
しくは０．０１～５％である。その割合が前記範囲を下廻る場合には十分に粘膜を保護す
ることができず、一方、前記範囲を上回る場合には、非常に香味が悪くなる場合がある。
【０００７】
本発明の口腔用組成物は、界面活性剤を含有するが、この場合、その界面活性剤には、ア
ニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤及び両性界面活性剤
が包含される。その具体例としては、ラウリル硫酸ナトリウム、α－オレフィンスルホン
酸ナトリウム、Ｎ－アシルグルタメート、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒ
ドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、Ｎ－アシルタウレート、ショ糖脂肪酸エステ
ル、アルキロールアマイド、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン脂肪酸エ
ステル、プルロニック、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート等が挙げられる
。
本発明の口腔用組成物には、練歯磨、潤製歯磨、液状歯磨、洗口剤、口中清涼剤あるいは
その調製用ベース組成物等が包含される。本発明組成物には、必要に応じて、各種研磨剤
、粘稠剤、粘結剤、甘味剤、香料、着色剤、防腐剤、有効成分などを配合することができ
る。
研磨剤としては、沈降性シリカ、シリカゲル、アルミノシリケート、ジルコノシリケート
等のシリカ系研磨剤、第２リン酸カルシウム・２水和物及び無水物、ピロリン酸カルシウ
ム、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウム、アルミナ、炭酸マグネシウム、第３リン酸マ
グネシウム、不溶性メタリン酸ナトリウム、不溶性メタリン酸カリウム、酸化チタン、ゼ
オライト、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸ジルコニウム、合成樹脂系研磨剤等が挙げられる
。
粘稠剤としては、グリセリン、ソルビトール、プロピレングリコール、ポリエチレングリ
コール等が挙げられる。
粘結剤としては、カラギーナン、ヒドロキシエチルセルロースナトリウム、アルギン酸ナ
トリウム、アルギン酸プロピレングリコール、キサンタンガム、ポリアクリル酸、ポリア
クリル酸ナトリウム、タラガントガム、グアガム、ロカストビンガム、カルボキシメチル
セルロースナトリウム、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、ジェランガ
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ム、ゼラチン、カードラン、アラビアガム、寒天、ペクチン、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルピロリドン、プルラン等が挙げられる。
甘味剤としてはサッカリンナトリウム、ステビオサイド、ステビアエキス、パラメトキシ
シンナミックアルデヒド、ネオヘスペリジルヒドロカルコン、ペリラルチン等が挙げられ
る。
香料としては１－メントール、カルボン、アネトール、リモネン等のテルペン類またはそ
の誘導体などが挙げられる。
着色剤としては青色１号、黄色４号、二酸化チタン等が挙げられる。
【０００８】
有効成分としてはクロロヘキシジン、ベンゼトニウムクロライド、ベンザルコニウムクロ
ライド、塩化セチルピリジニウム、デカニウムクロライド等の陽イオン性殺菌剤、トリク
ロサン、ヒノキチオール、ビオゾール等のフェノール性化合物、デキストラナーゼ、ムタ
ナーゼ、リゾチーム、アミラーゼ、プロテアーゼ、溶菌酵素、スーパーオキシドジスムタ
ーゼ等の酵素、ビタミンＥ、ビタミンＣ等のビタミン類、モノフルオロリン酸ナトリウム
、モノフルオロリン酸カリウム等のアルカリ金属モノフルオロリン酸塩、フツ化ナトリウ
ム、フッ化第１スズ等のフツ化物、トラネキサム酸、イプシロンアミノカプロン酸、アル
ミニウムクロロヒドロキシァラントイン、ジヒドロコレステロール、グリチルリチン酸、
グリチルレチン酸、ビサボロール、グリセロフォスフェート、クロロフィル、塩化ナトリ
ウム、水溶性無機リン酸化合物等の公知の有効成分を１種または２種以上配合することが
できる。
【０００９】
【実施例】
以下、実施例及び比較例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明は下記実施例に限
定されるものではない。
【００１０】
参考例１
＜フィブロイン水溶液の製法＞
絹糸を０．５％炭酸ナトリウム水溶液で１時間煮沸し、水洗後６０℃の湯水に３０分浸漬
し、セリシンと炭酸ナトリウムを除き乾燥した。このようして得られた精製絹糸を、塩化
カルシウム：エタノール：水＝１：２：８（モル比）の混合溶液中で７０℃２時間加熱す
ることで溶解させた。この場合、絹糸と水溶液の重量比は１：７とした。この水溶液をセ
ルロース半透膜チューブによりイオン交換水に対して３日間透析し、７％のフィブロイン
水溶液を得た。
【００１１】
比較例１、実施例１
表１に示す成分組成（％）の試験歯磨剤を作り、この歯磨剤でそれぞれ３分間歯を磨いた
後、蒸留水１０ｍｌで４回洗口し、その４回目の吐出液の濁度を測定した。その結果を表
１に示す。
なお、表１に示したＳＤＳは、ドデシル硫酸ナトリウムを意味する。
また、濁度は、ＳＰＥＣＴＲＯＮＩＣ　２０Ａ（島津製作所製）により測定したものであ
る。
【００１２】
【表１】
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【００１３】
表１に示した結果からわかるように、フィブロインを配合した実施例１の方が濁度が小さ
い、つまり粘膜剥離の抑制に有効であることがわかる。
【００１４】
次に、各種口腔用組成物の具体的処方例について以下に示す。

【００１５】
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【００１６】

【００１７】
【発明の効果】
本発明によりフィブロインを界面活性剤を含む口腔用組成物に配合することにより、その
界面活性剤による粘膜為害性を緩和することができる。
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